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今
年
の
１
月
、
東
京
大
学
が
、「
入
学
時
期
の
在

り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
の
「
中
間
ま
と
め
特
集
版
」

を
発
表
し
た
。
表
紙
に
記
さ
れ
た
「
よ
り
グ
ロ
ー
バ

ル
に
、
よ
り
タ
フ
に
」
の
標
語
の
よ
う
に
、
国
際
化

に
対
応
し
た
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
の
一
環
と
し
て

の
、秋
入
学
へ
の
移
行
に
つ
い
て
の
検
討
書
で
あ
る
。

大
学
の
入
学
時
期
は
、
日
本
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス

タ
ン
な
ど
が
４
月
、
韓
国
が
３
月
だ
が
、
欧
米
諸
国

や
中
国
は
秋
入
学
を
採
用
し
て
い
る
。
欧
米
に
限
れ

ば
80
パ
ー
セ
ン
ト
が
秋
入
学
だ
そ
う
だ
。

日
本
で
も
、
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
の
学
制
発

布
か
ら
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
ま
で
、
大
学
な
ど

の
高
等
教
育
機
関
は
秋
入
学
だ
っ
た
。
た
だ
し
、 

１

８
８
７
年
に
で
き
た
高
等
師
範
学
校
は
、
会
計
年
度

や
徴
兵
登
録
期
日
と
一
致
さ
せ
る
と
い
う
理
由
か

ら
、
４
月
入
学
に
な
っ
て
い
る
。
１
９
２
１
年
に
、

高
等
学
校
と
大
学
が
４
月
入
学
に
変
わ
っ
た
理
由

は
、
中
学
校
と
高
等
学
校
と
の
連
関
、
大
学
卒
業
ま

で
の
期
間
短
縮
、
会
計
年
度
と
の
一
致
で
あ
る
が
、

日
本
人
教
員
の
増
加
に
よ
り
、
欧
米
の
制
度
に
合
わ

せ
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
と
い

う
。
な
お
、
主
要
国
で
、
入
学
時
期
と
国
の
会
計
年

度
が
一
致
す
る
の
は
イ
ン
ド
と
日
本
で
あ
る
。

わ
ず
か
２
パ
ー
セ
ン
ト
の
外
国
人
率
と

東
京
大
学
の
総
合
評
価
・
国
際
化
評
価

資
料
は
、
国
際
性
を
備
え
た
タ
フ
な
人
材
の
育
成

を
行
う
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
の
形
成

に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
、
海
外
か
ら
の
留
学
生

の
存
在
を
挙
げ
て
い
る
。
東
京
大
学
の
学
部
で
の
留

学
生
比
率
は
現
在
２
パ
ー
セ
ン
ト
弱
で
あ
り
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
の
５
分
の
１
、
香
港
大
学
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
大
学
の
10
分
の
１
で
あ
る
。

大
学
院
で
の
留
学
生
比
率
は
19
パ
ー
セ
ン
ト
に
上

が
る
が
、
そ
れ
で
も
米
国
有
力
大
学
の
３
分
の
２
、

香
港
大
学
の
半
分
（
た
だ
し
中
国
本
土
か
ら
の
留
学

生
を
除
く
と
11
パ
ー
セ
ン
ト
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大

学
の
３
分
の
１
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
東
京
大
学
の

助
教
以
上
の
教
員
に
占
め
る
外
国
人
の
割
合
は
、
２

０
１
１
年
現
在
２
パ
ー
セ
ン
ト
強
で
あ
り
、
欧
米
有

力
大
学
の
15
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
（
２
０
０
６
〔
平
成

18
〕
年
）
と
は
大
き
な
差
が
あ
る
。

世
界
は
、
東
京
大
学
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
よ
く
引
用
さ
れ
る
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ
（T

im
es H

igher E
ducation

）

ラ
ン
キ
ン
グ
と
、
数
年
前
ま
で
Ｔ
Ｈ
Ｅ
ラ
ン
キ
ン
グ

と
共
同
で
行
っ
て
い
た
Ｑ
Ｓ
（Q

uacquarelli 
Sym

onds

）
ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ
る
。

Ｔ
Ｈ
Ｅ
ラ
ン
キ
ン
グ
（
２
０
１
１
年
12
月
）
の
総

合
順
位
で
は
、
東
京
大
学
は
30
位
で
あ
る
。
首
位
は

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学
で
、
そ
の
後
ハ
ー
バ
ー

ド
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
と
米
国
の
大
学
が
続
き
、
イ

ギ
リ
ス
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
が
４
位
で
あ
る
。
15

位
の
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
学
ん
だ
ス
イ
ス
の
チ

ュ
ー
リ
ッ
ヒ
工
科
大
学
を
除
く
と
、29
位
ま
で
は
米
・

英
・
カ
ナ
ダ
の
大
学
が
占
め
て
い
る
。

Ｔ
Ｈ
Ｅ
の
評
価
中
、
国
際
化
の
評
価
に
限
っ
て
み

た
場
合
に
は
、
総
合
順
位
で
34
位
の
香
港
大
学
が
84
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技術者からの視点

点
、
欧
米
有
力
大
学
が
60
点
前
後
の
得
点
を
得
て
い

る
が
、
東
京
大
学
は
23
点
し
か
な
い
。

Ｑ
Ｓ
ラ
ン
キ
ン
グ
（
２
０
１
１
年
12
月
）
に
は
、

世
界
中
の
研
究
者
が
選
ぶ
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
が
あ
る
。

東
京
大
学
は
こ
の
部
門
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
、
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
に
次
ぐ
７
位
に
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
総
合
順
位
は
25
位
で
あ
る
。

高
学
歴
人
材
を
集
め
た

非
グ
ロ
ー
バ
ル
地
方
都
市

昨
年
、米『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』誌

12
月
号
に
、「
世
界
に
影
響
を
与
え
る
都
市
一
覧
」

と
し
て
、
15
都
市
の
順
位
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
雑
誌
で
は「
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
」、「
人
的
資
本
」、

「
情
報
交
換
」、「
文
化
的
経
験
」、「
政
治
的
関
与
」

の
５
分
野
に
分
け
、各
都
市
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

総
合
順
位
は
僅
差
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
１
位
、
ロ

ン
ド
ン
が
２
位
。
少
し
離
れ
て
東
京
が
３
位
、
僅
差

で
４
位
が
パ
リ
。
５
位
以
下
の
都
市
と
、
上
位
４
都

市
と
は
大
き
な
得
点
差
が
あ
る
。
出
典
は
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
Ａ
Ｔ
カ
ー
ニ
ー
の
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・

シ
テ
ィ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
２
０
１
０
』
で
あ
る
。

元
資
料
を
見
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
３
位
と

高
く
評
価
さ
れ
た
東
京
に
も
、
国
際
化
の
点
で
脆
弱

さ
が
あ
る
と
感
じ
た
。
東
京
が
、
総
合
順
位
で
上
位

に
い
る
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
並
ぶ
得
点
を
得
た

「
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
」分
野（
重
み
づ
け
30
パ
ー
セ
ン
ト
）

で
の
高
い
評
価
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
多

様
な
人
材
や
す
ぐ
れ
た
才
能
を
持
つ
人
を
引
き
つ
け

る
機
能
を
持
っ
て
い
る
か
」
を
測
る
「
人
的
資
本
」

分
野
（
重
み
づ
け
30
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
の
評
価
に
問

題
が
あ
る
。

こ
の
分
野
は
、「
外
国
人
居
住
者
数
」、「
留
学
生

の
数
」、「
学
卒
者
の
人
口
に
占
め
る
割
合
」、「
高
等

教
育
機
関
の
質
」、「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
の
数
」
の
５
項
目
で
評
価
さ
れ
る
。
分
野
全
体
で

は
、
東
京
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
シ

カ
ゴ
、
な
ど
に
続
く
６
位
で
あ
る
。

項
目
別
に
見
る
と
、
東
京
は
「
学
卒
者
の
人
口
比

率
」で
は
圧
倒
的
な
差
を
つ
け
た
１
位
で
あ
る
一
方
、

「
外
国
人
居
住
者
数
」
と
「
留
学
生
の
数
」
で
は
、

９
位
に
大
差
を
つ
け
ら
れ
た
最
下
位
で
あ
る
。

つ
ま
り
東
京
は
、
世
界
中
か
ら
の
多
様
な
人
材
が

集
ま
り
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
と
い
う
よ

り
も
、
国
内
の
高
学
歴
人
材
を
集
め
た
巨
大
地
方
都

市
と
し
て
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

大
学
の
根
本
に
立
ち
返
っ
て

日
本
に
は
、
受
験
生
を
右
往
左
往
さ
せ
る
、
学
力

偏
差
値
と
い
う
妖
怪
的
格
付
け
が
あ
る
。
し
か
し
一

般
的
に
、
日
本
に
お
け
る
格
付
け
と
は
、
相
撲
の
番

付
に
見
立
て
た
も
の
が
多
い
よ
う
に
、
好
事
家
た
ち

が
楽
し
む
指
標
で
あ
り
、
目
く
じ
ら
を
立
て
て
争
う

も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
欧
米
に
は
、
専
門
機
関
が
競
っ
て
精
緻
な

格
付
け
を
行
う
文
化
が
あ
る
。
米
国
の
信
用
機
関
が

発
表
す
る
格
付
け
が
、
国
際
経
済
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
国
際
化
が
進
む
現
代
、
日
本
の
大
学

と
都
市
が
、
国
際
化
指
標
で
低
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。
こ
れ
は
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ

る
。現

在
の
大
学
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
、
教
師
や

学
生
が
国
家
の
枠
を
超
え
て
集
ま
っ
た
団
体
（
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
）
か
ら
始
ま
る
。

大
学
は
、
世
界
中
か
ら
多
種
多
様
な
逸
材
を
引
き

寄
せ
る
魅
力
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

東
京
大
学
の
「
入
学
時
期
」
の
検
討
資
料
は
、
日

本
が
抱
え
る
多
く
の
課
題
を
提
起
し
て
い
る
。
日
本

の
大
学
が
、
巨
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
と
均
質
な
学
生
と

い
う
衰
退
へ
の
道
を
歩
ま
な
い
よ
う
に
、
具
体
的
施

策
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。


